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１． 組織の概要

２． 認証・登録の対象範囲 及び 事業内容

1

事業所名 有限会社  大楠組

代表者 代表取締役  大楠 富士男

所在地
本社 〒812－0063 福岡県福岡市東区原田２丁目１２番９号

現場詰所・車庫 〒813－0062 福岡県福岡市東区松島３丁目２４番５号

環境管理責任者及び担当者 山下 千晴

電 話・ＦＡＸ （電話）092－611－1552 （FAX）092－623－3416

Ｅメール oaks.129@oasis.ocn.ne.jp
資本金 ５００万円

創 業 昭和１４年 ４月 １日

法人設立 昭和５４年 ３月１２日

事業内容 一般可燃廃棄物収集運搬

事業規模

年度   （西暦） ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度

収集運搬量（ｔ） １１，９９６ １１，８１０ １１，４８７

床面積  （㎡） ５５９．４８ ５５９．４８ ５５９．４８

従業員数 （人） ２８ ２８ ２８

事業年度 ４月 ～ 翌年３月

売上高 福岡市との委託業務契約額に準ずる

収集運搬処理料金 福岡市の委託料金に準ずる

施設等の状況 運搬車両の種類 パッカー車 ７台・軽トラック １台・バン １台

収集運搬委託番号 委託 第２６号

対象事業所 本社、現場詰所・車庫

事業内容 一般可燃廃棄物収集運搬業



有限会社 大楠組は、一般廃棄物の収集運搬という清掃事業を

通して地域の環境美化に努め ＜地球に優しい＞ をスローガン

に、環境経営の継続的な改善を実施して、かけがえのない地球の環

境保全に取り組みます。

行 動 指 針

１． 当社の事業活動に伴う環境負荷の低減を目指して、

次の事項に取り組みます。

（１） 地球温暖化防止のため、燃料 電気使用量の削減

（２） 省資源活動のため、水と紙の使用量の削減

（３） 廃棄物発生量の削減

（４） 収集運搬業務における環境配慮に努めます。

２． 環境関連法を遵守します。

３． 従業員に対し環境教育を行い、環境活動に関する意識・知識の

   向上を図ります。

４． 環境保全に対する活動を環境活動レポートとして作成し、

   公表します。

令和２年 ５月２９日

有限会社 大楠組

代表取締役 大楠 富士男

                  ２



４．実施体制
令和 ５年 ４月２１日（改訂）

             

                    

３

責任者 作成者

大楠 山下

氏名 所属 役割・責任・権限

大楠 富士男 代表取締役
全体統括、環境方針の設定、環境への取組を実施するための

資源の準備、全体の評価と見直し

山下 千晴

（大楠 浩史）
環境管理責任者

環境経営システムの構築（目標と計画の策定、環境負荷及び

取組状況の把握）運用と確認・評価（取組状況の確認・評価・

是正指導等）、及び状況報告

大楠 義和

大楠 桃子

ＥＡ２１事務局

事務所（本社）

ＥＡ２１委員会を開催し、環境目標の達成状況 及び、環境

活動計画の実施状況を確認する。

電気・都市ガスの使用量 及び CO2排出量管理

廃棄物排出量の管理（分別・計量）、リサイクル活動

ＥＡ２１文書及び記録類の作成・維持・管理

村瀬 勝美 Ｅ
Ａ
委
員
会

現
場
詰
所
・
車
庫

委員長・部門長 現場全体の総合管理、指導、部門全員への周知及び報告

上久保 崇 CO2 排出削減 現場全体の燃料・電気の消費量管理、節電等指導

光瀬 洋介 廃棄物管理 現場全体の廃棄物排出量の管理（分別指導・計量）

武田 大助 水道使用量削減 現場全体の水道使用量の管理、節水指導

大楠 義和

大楠 桃子
運行管理

ドライブレコーダーによる、エコ運転の確認・指導

及び きれいな収集の確認・指導

全従業員 ＥＡ２１委員の指導に従い、積極的に環境活動へ参加する

    代表取締役
大楠 富士男

ＥＡ２１事務局（本社）

環境管理責任者 ：山下 千晴

局 員 ： 大楠 義和・大楠 浩史・大楠桃子     

本社（ＥＡ２１事務局兼務）

部門長：山下 千晴

収集運搬部門

部門長：村瀬 勝美

委員：上久保 ・光瀬（洋）・武田



（令和４年度：２０２２年４月～２０２３年３月）

環境目標 単位
基準値     

（令和元年度）

２０２２年度

目標値 実績 結果

二酸化炭素 総排出量
kg-CO2

／収集世帯数
0.216 0.216 0.213 １％減

電気使用量 ※１ kWh／収集世帯数 0.046 0.046 0.046 ―

軽油使用量 L ／収集世帯数 0.078 0.078 0.075   ―

ガソリン使用量 L ／収集世帯数 ※１ 0.001 ―

（都市ガス使用量） ㎥ （14.0）

※２

（16.0） ―

（LP ガス使用量） ㎏ （0.0） （0.0） ―

廃棄物排出量の削減 ★２ ㎏ ★３ 410.0 410.0 413.5 １％増

（不燃ごみ排出量） ㎏ （53.3） ― （8.6） ―

総排水量の削減 ㎥ ★４ 658 658 800.8 ２２％増

きれいな収集 ドライブレコーダーによる収集作業の確認を行いました。

電力排出係数は基準年も含めて０.３４７kg-CO2/kWh（九州電力 2019 年度調整後）を適用

★１ 二酸化炭素排出量について（二酸化炭素総排出量 104,292kg－CO2）
      （2019 年度 総収集世帯数：460,086 世帯）  （2022 年度   総収集世帯数：490,338 世帯）

★２ 廃棄物排出量は不燃ごみとリサイクルへ活用した物を除いた重量に変更しました。

★３ ２０１９年度（令和元年）より廃物排出量の単位を「ｔ」より「㎏」に変更しました。

★４ 総排水量については、令和５年度以降も衛生状態確保の為１％減を目標値とし、据え置いています。

※１ 軽トラック・バンは令和４年３月までリサイクル自己搬入と収集箇所の現地確認に使用していました、

令和５年４月より 軽トラックを狭路収集へ使用する事になりました。

令和５年度に給油量の実績を記録し、基準値を設定するデーターとします

令和４年度は基準となる実績がない為、削減目標はありません（ＣＯ2 排出量には含まれています）

※２  監視項目である都市ガスと LPG ガスの使用は少なく、現状から大きな増減は考えられません

使用量の実績のみ記載し、削減目標の設定はしません。

微小な実績値ですがＣＯ2 排出総量には含まれています。

                   ４

５． 令和４年度の環境経営目標と実績



６． 環境経営計画の評価

                     

５

削減目標 取組対象 取 組 計 画 評価

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電
気
使
用
量
の
削
減

事
務
所

① エアコン設定温度の抑制・フィルターの定期清掃 △

② 照明・電化製品のＯＦＦ ○

現
場
全
体

① エアコン（設定温度の抑制・フィルターの定期清掃 △

② 証明・電化製品の OFF 〇

軽
油

現
場
全
体

① エコ運転の実践 〇

② 休憩時・洗車時のアイドリングストップ ×

ガソリン ③ 給油量の記録 ／

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

一
般
廃
棄
物

事
務
所

① 分別の徹底・重量の記録 〇

② リサイクル活動の推進 △

現
場
全
体

① 分別の徹底・重量の記録 〇

② リサイクル活動の推進 △

総
排
水
量
の
削
減

事務所

① 漏水チェック・蛇口の閉め忘れ確認 〇

② 手洗い時 蛇口をこまめに閉める 〇

現場全体

① 漏水チェック・蛇口の閉め忘れ確認 〇

② 手洗い時 蛇口をこまめに閉める 〇

③ 洗車時の節水（洗車方法・時間の効率化） △

収集運搬作業における環境配慮 きれいな収集作業の指導 ○

評 価

／ 関連がない項目 △ ある程度取組んでいるが、更に取組が必要な項目

○ 既に取組んでいる項目 × 取組んでいない項目



７. 環境経営計画に基づき実施した取り組み内容

二酸化炭素排出量の抑制（地球温暖化防止）のために

・本社及び現場詰所と車庫による「二酸化炭素排出量」

  現場 ： エアコンの設定温度の抑制  フィルターの定期清掃

       電灯の消し忘れ防止  無駄な照明の消灯

      エコドライブの推進  アイドリングストップの推進

事務所： エアコンの設定温度の抑制  フィルターの定期清掃

       電灯の消し忘れ防止  無駄な照明の消灯

       退社時 事務機器の OFF

・ 現場 ： バン・軽トラックのガソリン給油量の記録

取組目標 活動項目 取組部門・責任者 取組期間

１
電気使用量の

基準年同値

１
エアコンの省エネ活動

（使用期間・時間・温度の抑制）

社屋

（山下・大楠桃）

現場全体

（村瀬・中尾）

一年中

２ エアコンフィルターの定期的清掃 月一回

３ 照明、電化製品のこまめなスイッチＯＦＦ

一年中

２
燃料使用量の

基準年同値

１ エコ運転の実践

２ 休憩時・洗車時のアイドリングストップ

３ ガソリン使用量 ガソリン給油量の記録 現場全体 一年中

                                  

                                      

電源のこまめなスイッチ OFF

                       ６



廃棄物排出量の削減のために

・「廃棄物排出量」は二酸化炭素排出量の基準年の見直しに合わせ 廃棄物排出量の基準年も

令和元年に変更しました。

令和２年度（２０２０年）より廃棄物排出量の単位を「ｔ」より「㎏」に変更しています。

・令和３年度より不燃ごみの排出が全体に占める割合が小さく、排出時期が年に１回程度であること

から 監視項目へ変更しました、排出量の記録は今後も行います。

・廃棄物排出量はリサイクル業者へ自己搬入した紙類・ペットボトル・缶等 加えて 不燃ごみを

除いた重量で、削減目標を設定しています。

取組目標 活動項目 取組部門・責任者
取組期

間

１
一般廃棄物の

基準年同値

１
廃棄物の分別の徹底（紙類の分別の徹底）

分別した廃棄物別の計量記録

社屋  

（山下・大楠桃）

現場全体

（村瀬・津元）

一年中

２
リサイクル活動の推進

（紙類・制服・ペットボトル・アルミ缶）

                    

事務所 紙類の分別

                            事務所  不燃・リサイクルの分別

詰所 可燃ごみ・紙の分別              詰所 不燃ごみ・リサイクルの分別

                      ７



水資源保護のために

・本社及び現場全体の「水使用量」について、基準年の見直しに合わせ総使用量の基準年も令和元年を

基準年に変更し努力をしていきます。

  

・洗車時はシャワーノズルを使用し用途により水流を変えています。

  

・手洗いを行う際に流水のままにせずこまめに蛇口を閉めるよう指導しています。

事務所 トイレ 自動止水水栓

                           事務所 トイレセンサーバルブ      

                           

                              

    詰所  トイレ  自動止水水栓          詰所 トイレセンサーバルブ

                       ８

取組目標 活動項目 取組部門・責任者 取組期間

１

節水活動によ

る

基準年同値

１ 洗車時の節水（洗車方法・時間の効率化） 社屋

（山下・大楠浩）

現場全体

（村瀬・森山）

一年中２ 漏水チェック・蛇口の閉め忘れ

３ 手洗い時 蛇口をこまめに閉める



きれいな収集作業の徹底

・収集運搬作業における環境配慮として、収集作業時に飛散したごみ（汚水）の清掃

ゴミ置き場の扉の確実な開閉 丁寧な洗車 等 ドライブレコーダーの映像を確認しています。

・社屋・詰所・車庫周りと周辺道路のゴミ拾いなどを行っています。

取組目標 活動項目 取組部門・責任者 取組期間

１ きれいな収集
ドライブレコーダーによる

収集作業映像の確認・指導

社屋

（大楠義・大楠桃）

現場全体

（村瀬）

一年中

   ・ドライブレコーダーによる収集作業の確認

    

                        ９



８．次年度以降の環境経営目標

※ 新型コロナウイルスの感染拡大により当社の環境経営目標に大きく影響がでていました。

予防対策が通常の衛生管理の範囲に近づいたと判断でき、削減目標の再検討をしました。

   電力排出係数は基準年（令和元年度）も含めて０．３４７㎏-ＣＯ2／ｋＷｈ（九州電力２０１９年調整後）を適用

★１ （2019 年度 総収集世帯数：460,086 世帯） （2022 年度 総収集世帯数：490,338 世帯）

★２ ２０１９年度（令和元年）より廃物排出量の単位を「ｔ」より「㎏」に変更しました。

★３ 紙類 ペットボトル アルミ缶 等 リサイクル業者へ搬入しますが、不定期な搬入で年ごとの

排出量に大きな違いが出ます、 不燃ごみも不定期の排出で年に１度の排出しかなく削減目標の

設定は難しい為、廃棄物排出量の削減対照は毎回（月）排出する可燃ごみとしています。

★４ 総排水量については、令和５年度以降も衛生状態確保の為１％減を目標値とし、据え置いています。

※１ 軽トラック・バンは令和４年３月までリサイクル自己搬入と収集箇所の現地確認に使用していました、令

和５年４月より 軽トラックを狭路収集へ使用する事になりました。

令和５年度に使用量の実績を記録し、基準値を設定するデーターとします。令和４年度は基準となる

実績がないため削減目標はありません、ＣＯ2排出総量には含まれています

※２ 監視項目である都市ガスと LPGガスの使用は少なく、現状では大きな増減は考えられません

使用量の実績のみ記載し、削減目標の設定はしません。

ＣＯ2排出総量には含まれています。

                   １０

単位
基準値 令和４年度

実績

単年度目標 中・長期目標

令和元年度 令和５年度 令和６年度 令和９年度

二酸化炭素排出量

★１

㎏-ＣＯ2／

収集世帯数
０．２１６ ０.２１３

０．２１３

（１％減）

０．２１３

（１％減）

０．２１１

（２％減）

電気使用量

ｋＷｈ／収集世帯数

０.０４６ ０.０４６ ０.０４５ ０.０４５ ０.０４４

軽油使用量

L／ /収集世帯数

０.０７８ ０.０７５ ０.０７５ ０.０７５ ０.０７４

ガソリン使用量 L ※１ ※１ ― ―

監
視
項
目

都市ガス使用量 ㎥ （１４．０）

※２ ※２

― ―

LP ガス使用量 ㎏ （ ０．０） ― ―

廃棄物排出量の削減 ㎏ ★２  
４１０

★３
４１３ .５

４０５.９

（１％減）
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きれいな収集作業 ドライブレコーダーの映像による収集作業の確認



  ９． 環境経営計画の評価

二酸化炭素排出量の削減についての評価

二酸化炭素排出量全体の削減については目標に対し、３％減少することができました。

二酸化炭素排出量全体に対する各排出量の割合は、軽油９３％ ・ 電気使用量６％ ・ ガソリン１％

都市ガス LPG ガスは微少

☆ 電気使用量

電力排出係数は基準年（令和元年度）も含めて

０．３４７㎏-ＣＯ2／（九州電力２０１９年調整後）を適用しました。

現場 ： 休憩時 詰所内を短時間で快適な室温にする為、朝礼前や終礼前に設定温度を下げ

急速運転しますが、短時間で室内温度を適温に戻すため必要な対応と考えています。

電気使用量（低圧電力）が顕著に減少しているように見えますが、感染拡大を

懸念し個々がマイカーの中で休憩時間過ごしており控室のエアコン使用時間が

減少した事が原因です、あまり良い傾向ではないと考えますが感染予防策を

優先すると今の状況がもう少し続いていくと考えられます。

事務所： 事務所で勤務する社員の増員により OA 機器の台数が増加しました。

感染防止のため入口ドアを開放した状態にし、エアコンの設定温度を低めに

していることが、電気使用量の増加に影響していると考えられます。

☆ 燃料使用量

軽油 ：増加していますが、収集世帯数が増加したことで CO2／世帯数は３％の削減と

なりました。 軽油使用量は今後も増加傾向が続くと予想されます。

ガソリン ：令和４年度までは収集作業への使用はありませんでした

令和５年度より収集に使用します・給油量を記録し基準値を設定します

☆ 監視項目について （都市ガス 及び ＬＰガス使用量）大きな増減は考えらませんので

    削減目標は設定していません

   現場   ： ＬＰＧガスの使用はありませんでした。

事務所 ： ガス給湯器の使用は冬場に限定し、水温が高い夏場は使用を中止しています。

１１



☆ 廃棄物排出量の削減について

ゴミの削減については、基準年同値の目標に対し、１％の削減でした。

新型コロナの感染に減少傾向が現れ、感染防止策もピーク時ほどの過剰反応はなくなりました。

現場 ： ペーパータオルや除菌シート紙類使用量はピーク時より減少しています。

    紙コップや割りばしなどの使用は続いていますが、プラスチック製品は

      極力避け木製・生分解性素材を使用した製品の購入を心がけています。

  事務所 ： 事務所はペーパータオルや除菌シートの使用はさほど減少していません。

         一時期に比べ事務所への来客が増え、帰られた後 椅子やテーブル スリッパ等の除

菌作業が継続しているためです。

                   事務所の人員増加により弁当がら 等 廃棄物の増加も一因と考えます。

   

※ 平成 19 年度 基準年変更の際、リサイクル工場へ自己搬入する紙類やペットボトル

などの重量を除外しています。

※ 令和 3 年度より不燃物排出量を基準年・実績値から除外しました。

社内記録のみ行っています。

不燃物はある程度量がたまった時に 出しており年に１回程度です。

廃棄物排出量に占める割合も小さいと判断し監視項目に変更しました。
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☆ 水使用量の削減について

水使用量の削減については、基準年同値の目標に対し、２２％と増加しました。

新型コロナの感染は縮小傾向ですが、従業員の中で衛生管理に対する考え方が変化しており

コロナ前と比較しても手洗い・うがいなど回数が増加しています。

加えて、収集車を清潔に保ち悪臭の原因にならないように洗車は欠かすことは出来ません。

・社員の手洗い うがい、作業服の洗濯の頻度の増加

・車内 シート 取っ手 ダッシュボード 等 の除菌

・収集車（荷箱内部 含む）に感染の原因となる付着物がある可能性を想定した洗車と消毒

・収集ゴミ残渣の処理と清掃後の消毒

・洗車終了後、拭き上げタオルの消毒 及び フィールドの洗浄と除菌作業の徹底

漏水・蛇口の閉め忘れなどの問題は無く、次年度からも削減努力を継続して行きます。

☆ きれいな収集作業についての評価

『収集時 ゴミの取り残しの有無』 『収集作業中のごみの散乱はないか』『汚水を公道への

ばらまきはないか』などドライブレコーダーの映像をアトランダムにチェックしました。

収集作業は丁寧に行なわれていると評価できます。
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※ 収集世帯数の推移

年間 総世帯数 １か月 平均世帯数

令 和 元 年 度  

（2019）
４６０，０８６ 38340.5

令 和 ２ 年 度  

（2020）
４７２，６０２ 39383.5

令 和 ３ 年 度  

（2021）
４８３，５５８ 40296.5

令 和 ４ 年 度  

（2022）
４９０，３３８ 40861.5

令 和 ５ 年 度

（2023）
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削減目標 取組対象 取 組 計 画

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電
気
使
用
量
の
削
減

事
務
所

① エアコン設定温度の抑制・フィルターの定期清掃

② 照明・電化製品のＯＦＦ

現
場
全
体

① エアコン（設定温度の抑制・フィルターの定期清掃

② 証明・電化製品の OFF

軽
油

現
場
全
体

① エコ運転の実践

② 休憩時・洗車時のアイドリングストップ

ガソリン ③ 給油量の記録と削減目標の設定

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

一
般
廃
棄
物

事
務
所

① 分別の徹底・重量の記録

② リサイクル活動の推進

現
場
全
体

① 分別の徹底・重量の記録

② リサイクル活動の推進

総
排
水
量
の
削
減

事務所

① 漏水チェック・蛇口の閉め忘れ確認

② 手洗い時 蛇口をこまめに閉める

現場全体

① 漏水チェック・蛇口の閉め忘れ確認

② 手洗い時 蛇口をこまめに閉める

③ 洗車時の節水（洗車方法・時間の効率化）

収集運搬作業における環境配慮 きれいな収集作業の指導

１０． 次年度の環境経営計画



１１．環境関連法規等の遵守状況の確認・結果

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反、訴訟等の有無

  当社の事業活動において法的義務を受ける主な環境関連法規は次のとおりである。

適用される法規制等 適用される事項（施設・物質・活動等）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 一般廃棄物収集運搬

福岡市火災予防条例 軽油貯油施設（標識・掲示板の設置）

水質汚濁防止法 軽油貯油施設（事故時の措置）

フロン排出規制法 業務用エアコンの簡易点検（点検簿の保管）

上記の環境関連法規の遵守状況を確認し評価した結果、違反はありませんでした。

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

１２． 代表者による全体評価と見直し計画

ＰＤＣＡサイクルについてはコロナ感染防止対策として日中の研修会は実施されておらず

EA 委員会も事務所（本社）内で行い現場へ通達と結果報告にとどまっている。

◎今後の環境活動について

   ・ 新型コロナの感染状況に環境活動が大きく影響されると思われる。

・ 市民生活のライフスタイルの変化は排出されるゴミの内容に影響を及ぼしている。

・ 環境経営活動は継続していく。

次年度（令和４年度）以降も衛生管理に配慮しながら環境経営活動を継続していきます。

その他の環境活動  

社屋 車庫の敷地 及び 周辺の清掃

   交通安全コンクールへの参加

地域で行われる行事は各所より要請があった場合のみ参加

・従業員及び、その家族による地域の環境活動

（町内清掃・海岸清掃・公園清掃・廃品回収への参加 等）

   ・近隣、福祉施設の行事への駐車場無償貸し出し
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